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保護者(生徒)の皆様へ 
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夏季休業中及び夏季休業後における感染拡大防止対策の徹底について 

 

立秋の候 保護者の皆様におかれましてはますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

日ごろより本校の教育活動に深い御理解と御協力をいただきありがとうございます。 

さて、青森県教育委員会は、８月５日付けで別紙の通り、夏季休業中及び夏季休業後に

おける感染拡大防止対策の徹底について指示しましたので、本校でもそれをふまえ同様の

対応をしていくこととしました。各家庭におかれましても、下記の点に注意し、感染防止

対策を行っていただきますようお願いいたします。 

今後も、生徒が安心して学校生活を送ることができるよう、対策を継続しながら教育活

動を継続してまいりますので、御理解、御協力をお願いいたします。 

 

記 

 

 １ 「普段一緒にいない人」との飲食を控えること 

   ・マスクの着用、黙食、手洗い・手指消毒を徹底してください。 

 ２ 都道府県をまたぐ移動は慎重に検討すること 

   ・移動した場合は、その後の健康観察等の対応をお願いします。 

 ３ 夏季休業後の健康観察を徹底すること 

・入寮、始業式の際、健康状態に不安がある場合は無理をしないでください。 

   ・周囲の方に発熱や風邪症状がある場合も、慎重に行動してください。 
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夏季休業中及び夏季休業後における感染拡大防止対策の徹底について（通知）

 新型コロナウイルス感染症に係る現在の感染状況としては、全国的な感染拡大に伴

い、緊急事態宣言等対象区域の拡大、８月３１日までの期間延長等の措置が講じられ

ました。 

また、県内においても、感染経路不明の事案や県外から来た人との接触による感染

が増加しているほか、感染力の強い変異株も確認されております。この中で、児童生

徒の感染も増加しており、７月の感染者数に占める「１０歳未満・１０代」の割合は

約３０％となっております。 

このため、令和３年８月２日に開催された新型コロナウイルス感染症に係る危機対

策本部会議において、知事から県民に対して、最近の感染状況等を踏まえ、別添資料

のとおり感染拡大防止への協力を要請したところです。 

夏季休業中においては、お盆等の諸行事もあり、遠方の親戚や友人等と会う機会も

増えるものと思われますが、夏季休業後に学校内で感染が拡大することを防止するた

め、各学校におかれては、児童生徒、保護者及び教職員に対して、別添資料（新型コ

ロナウイルス感染症に係る対応について）の内容を周知するとともに、下記に掲げる

感染防止対策の適切な実施について指導等を行うようお願いします。 

記 

１ 「普段一緒にいない人」との飲食は控えること 

お盆やお墓参り等、家族や親戚などであっても「普段一緒にいない人」と接する

場合は、次のことに留意すること。

会話等の際には適切な感染防止対策を行う

飲食が伴う場合は感染リスクがより高まるので、できるだけ控える

※「普段一緒にいない人」とは、毎日のように生活や仕事など行動を一緒にしている人（同居

している家族、毎日活動を一緒にしている部員、クラスメイト等）以外の人です。

２ 都道府県をまたぐ移動は慎重に検討すること 

  感染症患者が多数発生している県外地域との往来については、延期等を含め慎重

な判断をし、特に、緊急事態措置及びまん延防止等重点措置の実施区域との不要不

別紙



急の往来を控えること。

  また、どうしても移動する必要がある場合は、宿泊先は個室にする、飲食は部屋

で行うなど感染リスクが高い飲食の場面は特に注意し、感染症対策を徹底するとと

もに、移動後２週間程度、健康観察を行い、不要な外出は控え、人との接触を最小

限にとどめること。

３ 夏季休業後の健康観察を徹底すること 

  １０歳未満・１０代の場合、無症状または軽症の場合が多く、特に、感染力が強

いといわれている「Ｌ４５２Ｒ変異株」は、頭痛や鼻水といった軽微なかぜ症状の

みの場合もあるため、本人が気づかないうちに感染が拡大することもあり、特に注

意が必要です。

学校内での感染拡大防止のため、家庭との連携の下、軽微な場合でも平常時の体

調と異なる場合は、登校しないこととし、家庭での健康観察を徹底すること。

【担当】 スポーツ健康課 

体育・健康グループ 

指導主事 原 トモ子 

ＴＥＬ 017－734－9908 

ＦＡＸ 017－734－8275 



新型コロナウイルス感染症に係る対応について
（県⺠の皆様⽅へのお願い）

最近の感染状況
〇これまで､首都圏等を対象として８月２２日までの
緊急事態措置及びまん延防止等重点措置が実施

〇首都圏や関⻄圏をはじめ感染者が急増､全国的に感染拡大
⇒ 緊急事態措置の拡大･８月３１日までの延⻑等

〇県内でも､各地でクラスターが発生し､感染経路不明の
案件や県外から来た⽅との接触による感染も増加

〇また､Ｎ５０１Ｙ変異株の発生割合が多いほか
先週には感染⼒が強い Ｌ４５２Ｒ変異株 も確認
感染が拡大すると､医療提供体制がひっ迫する事態に

別添資料



〇感染症患者が多数発生している県外地域との
往来については､延期等を含め慎重な判断を

〇特に緊急事態措置及びまん延防止等重点措置
の実施区域との不要不急の往来を控えること

〇どうしても移動する必要がある場合は
移動後２週間程度､健康観察をするとともに
不要な外出を控え､人との接触を最小限に

都道府県をまたぐ移動に関するお願い①

都道府県をまたぐ移動に関するお願い②

夏休みやお盆における本県への帰省や旅⾏等
を控えていただくようお願いいたします

緊急事態措置及びまん延防止等重点措置の
実施区域や感染症患者が多数発生している
県外地域にお住まいの⽅におかれましては

感染拡大防止のために
何とぞ御理解と御協⼒をお願いいたします



普段の生活等での留意点･お願い①
〇職場や地域の⾏事･集まり､趣味の場など
様々な場面で､会食や会話の際のマスク着用､
換気等の対策が不⼗分な場合に感染

〇最近は､若い世代の感染割合が高まっており
全国的には重症化している例も多いことから
注意が必要

普段一緒にいない人とマスクなし

〇毎日にように生活や仕事などの⾏動を⼀緒にして
いる人以外の｢普段一緒にいない人｣との会食･
会合等は､大人数でなくてもできるだけ控える

〇お盆やお墓参りでは､家族や親戚などであっても
｢普段一緒にいない人｣と接することも
会話等の際には適切な感染防止対策を
飲食が伴う場合は感染リスクが
より高まるのでできるだけ控える

普段の生活等での留意点･お願い①（つづき）



普段の生活等での留意点･お願い②

ろと距 離

〇マスクの適切な着用､人との距離の確保、
こまめな手洗いや換気を､これまで以上に徹底

〇マスク着用時は､暑さを避け､こまめに水分を
補給するなど､熱中症にも気をつける

県内でも変異株が増加していますが
変異株でも感染防止対策は同じ

〇風邪症状などがある時は
｢休みを取る･取らせる｣ことを徹底

〇家庭や職場､学校等でも
改めて注意喚起を

普段の生活等での留意点･お願い③

県内では､これまでも､症状があるのに普段の
生活を続け､感染が拡大した事例が多く発生

しっかり休んで



お一人お一人がお互いを守り合う気持ちで
あらゆる場面で慎重な⾏動と感染防止対策を

徹底することが何よりも大切

〜皆様⽅の御理解と御協⼒をお願い申し上げます〜

この夏も､様々な⾏動に「我慢」が強いられますが


